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１．はじめに【新潟県中越地震】
平成16年10月23日(土)午後5時56分

地 震 発 生
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最大震度：７（マグニチュード６.８）

最大震度発生地：川口町（現長岡市）

避難者約１０万人、住宅損壊約１２万棟



地方集落がもつ日本の原風景は存亡の危機
（暮らし、伝統文化、棚田・養鯉池などの産業）
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１．はじめに【新潟県中越地震の特徴】

直下型地震

中山間地の斜面崩壊、道路の寸断

低密度・高齢化地域の被災



１．はじめに【よりみち街道『中越』】
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6/24 活動の母体組織

よりみち街道『中越』
クラブ設立 （代表：長岡造形大学 鎌田学長）

ふるさとニッポン・
よりみち街道『中越』
基本的な考え方

中山間地における
道路景観整備
ガイドライン（案）

よりみち街道の基本的
考え方に関する分科会

一般国道291号
パイロット分科会

よりみち街道『中越』
クラブ設立・推進分科会

18年度
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10/4 ふるさとニッポン・よりみち街道『中越』推進協議会の設立
道を通じて地域の復興・活性化を支援する具体策を協議・実行する分科会を設置

4/26 中越地震復興シーニックバイウェイフォーラム開催17年度

国道291号整備計画
検討会 （6/9、6/24）

新潟県中越地震被災地の復興と活性化を支援する
道路及び周辺施設のあり方に関する検討会 （7/14、9/13）

12/10 土木学会第二次調査団からの緊急提言
平成
16年度

10/23

新潟県中越地震発生

シーニックバイウェイによる被災地の風景と文化の価値に着目した復興が必要！



しかし、平成２４年度以降、約１０年に渡って活動が停滞 5

１．はじめに【よりみち街道『中越』】

フォトコンテストの開催

19年度 ｢風景街道｣への登録（北陸-第８号）

カレンダーの作成・販売

案内パンフレット・ガイド

HP、メルマガでの情報発信

地域イベントの後援・植栽活動



１．はじめに【よりみち街道『中越』】
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令和
５年度

風景街道：よりみち街道『中越』 再稼働

新たなPSメンバーとして、「川口きずな館・川口運動公園の指定管理者」と
「若手有志による地域団体」等が加わり、現在まで様々な取組を実施

6新たなパートナーシップ（構成員は30名程度）

NPO

地域
団体

商工
団体

報道
機関

民間
企業

地方
公共団体

道路の管理者

国道：長岡国道事務所

県道：長岡地域振興局

市道：長岡市



１．はじめに【よりみち街道『中越』】
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川口きずな館・川口運動公園



開催日時【令和７年】 イベント名

不定期 PS（パートナーシップ）交流会議

5/１７（土） 防災ピクニック

10/18（土） 防災体験キャンプ

１０/２３ 震災追悼イベント、震災メモリアル遠足

10/７（火）・8（水） 第17回 北陸風景街道交流会議 【長岡開催】

9/16（火）～11/15（土） 第1回 越後川口合流博覧会 【新規】

2．現在の活動内容
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■基本的な柱

次世代への中越大震災の記憶の伝承
（遊びながら学べる防災：あそ防）



2. 防災ピクニック【5月】
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2. 防災ピクニック【5月】

10防災芋煮づくり体験

レスキューフーズ体験 昼食

防災学習 10



2. 防災体験キャンプ【10月】

テントの設営体験

薪割り・火起こし体験 11



2. 防災体験キャンプ【10月】
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パッククッキング体験

防災カルタ大会

防災グッズ紹介 12



2. 震災追悼イベント【10月】

バルーンリリース 13

会場入口



2. 震災追悼イベント【10月】 
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道路パトロールカー記念撮影

14

起震車での地震体験

感謝のメッセージフラッグ展示

14石川県穴水町震災復興販売



川口中学校～震央メモリアルパーク
まで約６kmのコース

震災・施設の解説

木札の展示（将来の目標など）

2. 震災メモリアル遠足【10月】

1515

ふるさと川口への誇り と 愛着 を胸に 未来へ進んでいく
1515

誓いのメッセージ（全員）



震央地
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川口エリアを巡るエクスカーションを支援

①震央メモリアルパーク
(中越地震の震度7の震央地)

2. 第17回 北陸風景街道交流会議

＜発着：長岡駅大手口＞

①【震災】 震央メモリアルパーク

②【風景】 牛ヶ首展望台

③【震災・復興】 川口きずな館

④【復興】道の駅ながおか花火館

※車窓見学先を除く

震央柱
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2. 第17回 北陸風景街道交流会議

②牛ヶ首展望台(地域住民でつくった展望台で記念撮影)



2. 第１回 越後川口合流博覧会
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2. 第１回 越後川口合流博覧会

1919

ご当地 合流百貨店 特設会場（缶バッチ作成体験）



（目的）

 年度内の取組内容の共有

 各取組への広報・人的支援等
の役割分担

 パートナーシップ間の交流

2. PS交流会議【不定期】

（開催状況）

令和６年度：２回

令和７年度：４回
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開催日時【令和７年】 イベント名

不定期 PS（パートナーシップ）交流会議

5/１７（土） 防災ピクニック

10/18（土） 防災体験キャンプ

１０/２３ 震災追悼イベント、震災メモリアル遠足

10/７（火）・8（水） 第17回 北陸風景街道交流会議 【長岡開催】

9/16（火）～11/15（土） 第1回 越後川口合流博覧会 【新規】

2．現在の活動内容（P8再掲）
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■基本的な柱

次世代への中越大震災の記憶の伝承
（遊びながら学べる防災：あそ防）

PS会議から新たな
活動が誕生



３．活動の「課題」や「今後の展望」
 川口地域の人口は、20年で３割減少

（H17国調：5,223人→R7.11住基：3,661人、R5高齢化率：42.1％）

 震災21年を機に、伝承施設が
令和8年1月末で終了
（川口きずな館、震央メモリアルパーク）
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次世代への
中越大震災の記憶の伝承

活動の柱

新たなステージ

きずなを結ぶ 心の交流へ



震災追悼行事（川口運動公園）

黄色い横断幕（歩道橋）

３.（1）震災伝承活動の継続
 きずな館の機能は、NPO事務局のある川口プラザへ移転

 震央柱等の震災遺構は、川口運動公園に集約

 10/23の震災追悼行事・震央ハイク、
黄色いフラッグ・横断幕等は継続
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川口運動公園（入口）

狛江市との友好の碑（震災遺構）

JR東日本信濃川発電所PR
川口プラザ



３.（2）活動の認知拡大（連携･合流）
 地域内：交流人口の拡大

①既存イベントでのブース出展：川口まつり（7月）、川口秋まつり（10月）

②道の駅、VSP団体、学校と連携とした道路愛護活動

 地域外：関係人口の確保
①友好都市・被災地との交流

②道の駅「越後川口」、越後川口SA等
 と連携した情報発信

 新たな魅力の創出
例）サイクリングイベント

低利用地の有効活用（道路協力団体への登録も視野）

新和南津トンネル開通に向けたインフラツーリズム など
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道の駅「越後川口」
あぐりの里


